
住
民
無
視
の
政
治
の
転
換
を

杉
浦　

去
年
も
熊
本
地
震
を
は
じ
め
災
害
が

多
か
っ
た
で
す
ね
。
被
災
地
の
み
な
さ
ん

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

格
差
と
貧
困
が
拡
が
る
中
、
命
と
暮
ら

し
を
守
る
行
政
の
役
割
が
ま
す
ま
す
問
わ

れ
て
る
ね
。

岸
本　

そ
れ
な
の
に
安
倍
政
権
は
、
自
衛
隊

に
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
に
よ
る
「
駆
け

付
け
警
護
」
を
命
令
す
る
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承

認
・
関
連
法
、
年
金
カ
ッ
ト
法
、
カ
ジ
ノ
法

を
強
行
成
立
。
原
発
の
再
稼
働
も
ど
ん
ど

ん
進
め
て
、
暴
走
が
ひ
ど
す
ぎ
る
。

林　

沖
縄
で
も
新
基
地
建
設
反
対
の
民
意
は

示
さ
れ
た
の
に
、
建
設
を
強
行
し
て
る
。

地
方
自
治
の
破
壊
や
わ
。

立
道　

で
も
夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
若
者

や
マ
マ
の
会
な
ど
の
市
民
運
動
が
政
治
を

動
か
し
、
野
党
共
闘
が
実
現
。
日
本
も
新

し
い
時
代
が
き
た
！
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る

な
ぁ
。

石
黒　

大
津
市
も
、
国
の
悪
政
へ
の
防
波
堤

に
な
っ
て
、
市
民
の
声
に
応
え
る
市
政
に

し
た
い
ね
。

市
民
の
た
め
の
市
政
を

岸
本　

国
は
今
、
大
手
企
業
の
利
益
の
た
め

に
、
自
治
体
の
あ
ら
ゆ
る
業
務
や
事
業
に

民
間
が
参
入
で
き
る
よ
う
に
、
自
治
体
を

競
わ
せ
て
る
。

林　

大
津
市
で
も
、
公
共
施
設
の
企
画
か
ら

建
設
・
管
理
運
営
ま
で
を
、
大
手
企
業
中

心
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
丸
投
げ
す
る
長
期

契
約
を
進
め
て
る
わ
。

立
道　

市
民
プ
ー
ル
に
給
食
調
理
場
、
ご
み

処
理
施
設
…
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の

や
命
に
関
わ
る
こ
と
ま
で
。
公
的
責
任
の

放
棄
や
。

石
黒　

黒
字
の
ガ
ス
事
業
を
わ
ざ
わ
ざ
株
式

会
社
化
す
る
こ
と
や
、
公
設
卸
売
市
場
も

民
営
化
が
検
討
さ
れ
て
る
。

林　

越
市
長
は
行
政
改
革
だ
と
し
て
、
市
職

員
の
非
正
規
化
や
残
業
規
制
を
進
め
て
る

け
ど
、仕
事
量
が
減
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

し
、
結
果
的
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
る
と
思
う
。

杉
浦　

民
営
化
を
進
め
る
こ
と
で
職
員
の
雇

用
が
守
ら
れ
な
く
な
っ
て
は
ダ
メ
。
安
心

し
て
市
民
の
た
め
に
働
け
る
よ
う
に
、
市

は
責
任
を
持
つ
べ
き
や
わ
。

石
黒　

い
じ
め
問
題
も
大
き
く
掲
げ
て
る
け

ど
、
貧
困
や
児
童
虐
待
対
策
な
ど
も
含
め

た
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
広
い
視
点
が

欠
け
て
る
の
が
気
に
な
る
わ
。

岸
本　

公
共
施
設
の
統
廃
合
案
も
次
々
に
。

大
津
は
南
北
に
長
い
地
形
だ
し
、
地
域
差

も
大
き
い
。
防
災
も
考
え
た
、
ど
こ
で
も

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
や
ね
。

共
同
を
さ
ら
に
広
げ

市
民
の
願
い
実
現
の
年
に

杉
浦　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
が
こ

の
１
月
か
ら
拡
大
さ
れ
た
し
、
い
よ
い
よ

公
立
幼
稚
園
の
３
年
保
育
や
中
学
校
給
食

も
実
施
の
方
向
や
ね
。

立
道　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
日
本
共
産
党
と

の
粘
り
強
い
運
動
が
実
を
結
ん
で
き
た
。

今
年
も
さ
ら
に
前
進
さ
せ
よ
う
！

石
黒　

国
保
料
を
値
下
げ
さ
せ
て
、
介
護
保

険
や
生
活
保
護
の
改
悪
を
許
さ
な
い
、
憲

法
25
条
の
生
存
権
を
守
る
運
動
も
必
要
や

ね
。

林　

去
年
の
相
模
原
市
の
障
が
い
者
施
設
事

件
は
、
弱
者
を
排
除
す
る
社
会
の
問
題
を

浮
き
彫
り
に
し
た
よ
ね
。
障
が
い
が
あ
っ

て
も
な
く
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大
津

市
に
し
た
い
。

岸
本　

志
賀
地
域
で
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
は
じ
め
、
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
今
年
も
地
域
の
声
を
届
け
る
ぞ
！

立
道　

地
域
に
お
金
が
回
る
よ
う
に
、
中
小

業
者
の
仕
事
お
こ
し
施
策
の
提
案
を
し
た

い
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
復
活
も
。

杉
浦 

党
市
議
団
は
今
年
も
「
住
民
の
苦
難

軽
減
」
と
い
う
日
本
共
産
党
の
立
党
精
神

に
則
り
、
市
民
の
願
い
実
現
へ
、
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　２０１７年を迎えました。昨年の市民生活を取り
巻く変化や政治を振り返りながら、新たな年に
ついて党市議団で語り合いました。

平和憲法を生かし、
� 福祉・暮らし優先の市政へ

語
る

大津市御陵町３－１（市役所内）
TEL：077－528－2842
FAX：077－524－5613

大津市会議員団
市会報告

2017年冬季号
info@otsu-jcp.net
ご意見・ご要望をお寄せください。

検 索大津　共産党

2016年11月通常会議版
（会期：11月28日～12月21日）
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杉
浦

�

と
も
子

石
黒

�

か
づ
子

岸
本

�

の
り
子

た
て
み
ち

�

秀
彦

林

�

ま
り

11月通常会議の議案について

みなさんと
� ともに

大津市会議員団

質問
紹介）（ 市民の声を聴き、実らせる市政を

２０１6年１１月通常会議

　現在、市が示している競輪場跡地の活用方針は、解
体費用19億円の捻出を前提に、民間丸投げの方向です。
市の事業者選定委員会の委員は市職員が半数を占め、
市民の代表は一人も入っていません。たてみち市議
は、競輪場跡地は市民の財産であり、市民の声を反映
させた計画に見直すべきと、市の姿勢を質しました。

　市は財政難や人口減少を理由に今
後30年で面積・コスト併せて30％削
減を掲げ、学校、市民センターなど
施設の再編計画を策定中です。
　岸本市議は削減だけでなく、健康
で文化的な生活の保障、大規模校の
解消など市民生活に必要な施設は、
新規建設も視野に入れ進めるべきと
指摘しました。

はり・きゅう・マッサージ助成は継続を

市民生活を支える公共施設の整備を

　これまで集めた意見などを踏まえて審査する
ので、市民の参加がなくても問題ないと答弁。

　限られた財源の中で「持
続可能な」適正化を進めて
いくと、これまでと変わらな
い答弁をくり返しました。

市は

市は

保育所の充実、公共交通整備強化について
その他の質問項目

大津市のまちづくり、
学校給食について

その他の質問項目

　「検討の結果、終
了することとした」
と述べるのみで、有
効性や市民の要望に
は触れませんでし
た。

市は

ペット同行避難、� �
就学援助の充実について

その他の質問項目

林まり 市議

　今や学生の２人に１人が奨学金制
度を利用しており、卒業後、返済に
苦しむ若者が急増しています。
　石黒市議は、お金の心配なく大学
まで通えるよう、市として学費が払
えず中退した学生や奨学金返済の滞
納状況などを調べ、実態に見合った
給付制奨学金制度を求め、質問しま
した。

安心して学べる給付制奨学金を

　まずは義務教育の子ど
もを支えることが大切
と、実態把握や奨学金に
ついては消極的な態度で
した。

市は

石黒かづ子 市議

競輪場跡地は、市民のために活用を
たてみち秀彦 市議

岸本のり子 市議

　関西随一の低料金で市民の
暮らしを支え、黒字経営の市
ガス事業を、大津市は「官民
連携出資会社」という形で、
2019年度からの民営化を検討
しています。市は民営化のメ
リットのみをあげ、ライフラ
インであるガス供給を市場任
せにしようとしています。
　杉浦市議は民営化ありきを
批判し、デメリットも示して
説明せよと追及しました。

市ガスの民営化NO！

　デメリットについ
ては想定が難しいな
ど、無責任な答弁に
終始。

市は

市民病院・ケアセンターお
おつの今後の方針について

その他の質問項目

杉浦とも子 市議

慢
性
疾
患
で
、
は
り
施
術
を

受
け
る
高
齢
者
　
　
　
　
　

廃止から５年、活用が定まらない競輪場

○
児
童
遊
園
地
の
遊
具
の
修
繕

○
小
中
学
校
の
大
規
模
改
修
の
前
倒

し
実
施

→
独
法
化
に
よ
り
、
効
率
優
先
で
医

療
の
安
全
性
や
公
的
役
割
の
後
退

が
危
惧
さ
れ
、
職
員
・
施
設
な
ど

課
題
解
決
の
具
体
的
方
針
も
な
い

●
富
士
見
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
・
管

理
運
営
の
長
期
契
約
費

→
民
間
任
せ
で
市
民
の
安
全
が
守
れ

る
の
か
。
進
捗
も
不
透
明

●
競
輪
場
跡
地
の
貸
付
事
業
者
選
定

委
員
会
の
委
員
報
酬

→
市
民
を
一
人
も
含
め
な
い
委
員
会

そ
の
も
の
が
問
題

●
議
員
や
特
別
職
の
報
酬
引
き
上
げ

→
市
民
生
活
は
厳
し
い
ま
ま
。
市
政

に
責
任
を
負
う
立
場
で
あ
り
、
引

き
上
げ
は
見
送
る
べ
き

《
前
進
面
》

関
連
９
条
例
改
定

市
民
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化

Ｎ
Ｏ
！

《
見
直
す
べ
き
点
》

◆
補
正
予
算

◆
議
　
　
案

◆
請
　
　
願

自民・公明・民進党系議員ら

市民からの請願を否決!!
請願内容

共
産
党

湖
誠
会

絆
公
明
党

市
民
ネ
ッ
ト

志
成
会

維
　
新

チ
ー
ム
お
お
つ

原発事故の避難者用無
償住宅支援の継続を国
に求める意見書提出

○ × × × × ○ × ○

はり・きゅう・マッサージ
施術費助成制度の維持 ○ × × ▼ × × × ×

○＝賛成、×＝反対、▼＝退席

　はり・きゅう・マッサー
ジ施術費助成事業は、高齢
者の健康増進と施術者の地
位向上を目的としていま
す。しかし市は、昨年度か
ら月２回の助成を１回に
し、代わりの支援策も示さ
ず、来年度末終了の方針だ
けを決めました。

　介護予防への有効性も高く、高齢化でニーズの増加
も見込まれます。市民や施術者団体からも要望が出さ
れており、林市議は助成継続を求めました。




